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予定対象者は平成 26 年度本学第２学年全員（３クラス、計 134 名）および再履修者（3
学年 1名、4学年 3名）合計 138 名であるが、平成 26 年（2014 年）5月 7・8 日（４回目
























  自分の身長：    ｃｍ 
１ 太ももの中央 ２ 股（また）の付け根 ３ 腰骨  ４ ヘソ  ５ 胸   
４歳児さんの身長、頭囲、体重は平均でそれぞれどのくらいだと思いますか。
身長：  FP、頭囲： FP、体重： NJ。

２ ご自分の歯は何本ありますか（舌の先で一本ずつ数えてください）：  本。
  皆さんのこの歯のことを何歯と言いますか： 永 久 歯。
  ３歳ころに生えていた歯のことを何といいますか：  乳  歯。






















身長（cm） ≦ 85 90 95 ～ 105 110 115 ≦ 無回答











  （１）予防接種            （２）手洗い、うがい   
  （３）マスク、咳エチケット      （４）十分な睡眠、栄養  







  この絵のことを何と言いますか：      人間（または人）頭足、オタマジャクシ


















95cmが２名、105cmが３名であった。３～ 97 パーセンタイルに該当する 95 ～ 105cmに
半数弱の 60 名（47％）が収まった。最小値は 45cm、最大値は 120cmであった。
表１−２　４歳児の頭囲に関する値
頭囲（cm） ≦ 45 48 50 52 ～ 53 55 ≦ 無回答
人数（％） 70（55） 1（1） 21（16） 4（3） 10（8） 22（17）
４歳児の頭囲に関する値については表１－２に示した。50 cmを中心として、３～97パー
センタイルに該当する 48cm（1名）～ 52・53cm（4名）を含めると 20％となった。最小
値は 15cm、最大値は 90cmであった。
表１−３　４歳児の体重に関する値
体重（kg） ≦ 12 13 ～ 14 15 ～ 16 17 ～ 19 20 ≦ 無回答
人数（％） 6（5） 5（4） 49（38） 23（18） 43（34） 2（1）
４歳児の体重に関する値については表１－３に示した。15 ～ 16kgに 49 名（38％）、３
～ 97 パーセンタイルに該当する 13 ～ 19kgに 77 名（60％）が収まった。最小値は 10kg、
最大値は 40kgであった。
表１−４　４歳児の背の高さに相当すると推定している学生の身体部位
身長（cm） 人数 F/M 大腿中央 股 腰　骨 臍　部 胸　部
≦ 150 8 8/0 0 3 2 3 0
151 ～ 155 26 25/1 1 4 11 10 0
156 ～ 160 38 37/1 0 6 18 13 1
161 ～ 165 29 24/5 1 10 11 7 0
166 ～ 170 10 4/6 3 3 3* 1* 0
171 ～ 175 5 1/4 0 1 3* 1* 0
176 ～ 180 6 0/6 1 3 2* 0 0







本数 34 以上 32 ～ 28 27 以下 無回答
人数（％） 9（7） 61（48） 51（40） 7（5）
表２−２　乳歯の本数
本数 30 ～ 40 22 ～ 28 20 12 ～ 18 10 以下 無回答
人数（％） 11（9） 37（29） 26（20） 16（13） ７（5） 31（24）
永久歯と乳歯の本数については、各々、表２－１と表２－２に示した。永久歯は、48
～ 12 本までの本数が記載されており、成人の本数（32 ～ 28）は 48％と、約半数であった。
乳歯については、永久歯よりもさらにばらつきが大きく、正常本数の倍の 40 本から最小
４本まで 10 倍もの差がみられた。回答者を分母にしても、正解率は 27％で正答は僅か４
人に１人であった。
名称に関しては、「永久歯」91 名（71％）、その他 10 例（8％）の名称として「大人の歯」、「成




名称 はんこ注射 ＢＣＧ ツベルクリン ワクチン その他 無回答







名称 ＭＲ ＭＦ ＨＦ その他 無回答








接種歴 受けた 受けなかった 分からない 白　紙 合　計







予防策 手洗い・うがい マスク着用 生活習慣 予防接種 人ごみ避ける








水分％ 20 40 50 60 70 80 90 無回答








棒 人 間 28（22）































図7- １ 図 7- ２












頭身 2.0 以下 2.1～2.3 2.4～2.6 2.7～2.9 3.0～3.3 3.4～3.8 3.9～4.3 5.0





目の位置 20 30 40 50 60 70




















上にばらつき、永久歯の場合 48 本から 12 本まで、４倍もの隔たりがみられた。成人本数





学一般」（選択教科）でも４月に検討している [4]。このときは「乳歯は全部で 12 本である」
という設問で、下線部の正否を問うものであり、誤りなら（×）を記入し、正しい本数









































































































































５　 ３歳ころの幼児が描く「頭足人間」の正答率は 6%であったが、2/3 の学生が描画の
特徴を捉えた名称をつけていた。独歩開始時の幼児の姿では３頭身以下が多く、描画
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A Consideration on Basic Knowledge in Child Health of 
the 2nd Grade Students at Osaka University of Comprehensive 
Children Education (OUCCE).
Yohnosuke Kobayashi, MD and Hiroko Suzuki, MD
Osaka University of Comprehensive Children Education
The purpose of this article is to evaluate the level of basic knowledge in child health among 
the second grade students of OUCCE and thereby to obtain reference information for ensuing 
lectures. The questions related to basic knowledge were as follows: average height, weight and 
head circumference of 4 year-old-children and estimation as to which part of the body of students 
corresponds to 1 meter from the floor, ie the average height of 4-year-old children, designation and 
numbers of deciduous and permanent teeth, immunization (BCG, MR: abbreviations of measles and 
rubella), preventive measures of influenza, total body water content of a human body, designation 
of cephalopods or tadpole men, drawing of a child who just started to walk without support. The 
overall judgment was that there was a wide discrepancy between students and parents as well as 
teaching professionals (pediatricians) in what we call basic knowledge, especially in cognitive 
areas and in usage of abbreviated words.　Based on the above results, further improved methods of 
learning should be advanced in teaching basic knowledge in child health at OUCCE.
Key words :	basic knowledge in child health, discrepancy in its level between students and 
caregivers as well as teaching staff, method of teaching
